
ボルネオ保全トラストボルネオ保全トラスト(BCT):(BCT):

生物多様性（持続可能な発展の指標）保全生物多様性（持続可能な発展の指標）保全

の為のパートナーシップメカニズムの為のパートナーシップメカニズム

22

サバ州の森林植生サバ州の森林植生

熱帯降雨林気候、熱帯降雨林気候、Land Below WindLand Below Wind

面積面積7.377.37万万KmKm22（略北海道と同じ面積）（略北海道と同じ面積）

人口約人口約250250万人、多民族多宗教万人、多民族多宗教

生物生産のインキュベーター、種のメガダイ生物生産のインキュベーター、種のメガダイ
バーシティ。バーシティ。

プランテーション開発：サトウキビ、タバコ、プランテーション開発：サトウキビ、タバコ、
ゴム、ココナッツ→アブラヤシゴム、ココナッツ→アブラヤシ

33

サバ州における伐採、木材輸出サバ州における伐採、木材輸出
（かつては（かつては100100年サイクル伐採）年サイクル伐採）
19731973年森林率年森林率8686％、現在％、現在5454％％

出典：都築一子、マレーシア･サバ州における開発政策と熱帯林減少の関係

19371937年北ボルネオ会社統治時代の最大生産量年北ボルネオ会社統治時代の最大生産量2525万万立方メートルを立方メートルを
記録。記録。 19781978年丸太生産量年丸太生産量1,3291,329万万立方メートルを記録、立方メートルを記録、

44

アブラヤシプランテーション開発アブラヤシプランテーション開発
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サバ州におけるサバ州における
アブラヤシプランテーション開発アブラヤシプランテーション開発

37,04337,0433.133.1317.1017.101,239,4971,239,49720062006

71,29371,2939.929.9216.0716.071,165,4121,165,41220042004

29,19829,19810.9210.926.246.24452,485452,48519941994

2.212.21160,507160,50719841984

年間増加面積年間増加面積

(ha)(ha)

年間増加率年間増加率

(%)(%)
国土割合国土割合
（（%%））

アブラヤシ農園アブラヤシ農園
(ha)(ha)

年年

出典：WWFマレーシア, MPOA年間統計

66

Kinabatangan River

Segama River

隔離、分断された保護区隔離、分断された保護区

77 88

ボルネオゾウの涙ボルネオゾウの涙
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推定オランウータン生息数：1,125

キナバタンガン河下流の分断された保護区に生息キナバタンガン河下流の分断された保護区に生息
するオランウータンの将来するオランウータンの将来

出典：KOCP

1111

サバ州におけるパーム油生産サバ州におけるパーム油生産((トン）トン）

4,833,1002,337,9971,136,350合計

399,039241,889210,029タワウ

149,31744,55746,257クナック

2,167,4951,132,982411,758ラハダト

2,167,249918,569468,306サンダカン

200319981994港

2006年 サバ州年間アブラヤシ搾油能力FFB2,657万トン（CPO生
産能力541万トン:112工場）,建設･計画中搾油工場能力102万トン
2006年 FFB生産･売買量：2,564万トン

出典：IJMプランテーション発表

出典：POPA年間統計 1212

アブラヤシアブラヤシ((パーム油）産業パーム油）産業

大規模プランテーション

外国人労働者

搾油工場

現地人労働者

小規模プランテーション

規模：100 ha以下

13万軒、外国人労働者

パーム油精油工場

現地人労働者

パーム油巨大企業パーム油巨大企業
((政治・政策的支援政治・政策的支援))

パーム油

国際貿易会社

パーム油商品

製造販売会社

消費者

パーム油商品小売会社

CPO

PK

FFB 

FFB 
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伝統的再生産可能資源利用伝統的再生産可能資源利用

土 地

森 林
人
間
集
落

耕作地

生物多様性

食料, 燃料, 水, 医薬品, 木材

水, 栄養塩, 表土

食
料

1414

土 地

北
ボ
ル
ネ
オ

北
ボ
ル
ネ
オ

勅
許
会
社

勅
許
会
社

植民地による資源利用植民地による資源利用

森 林
人
間
集
落

耕
作
地

生物多様性

食料, 燃料, 
水, 医薬品, 
木材

水, 栄養塩, 表土 食
料

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発

ゴ
ム
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ

宗
主
国

宗
主
国

伐
採
、

木
材
貿
易

労働力

中
国
な
ど
他

中
国
な
ど
他

の
植
民
地

の
植
民
地

労働力
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世界市場による資源利用世界市場による資源利用

土 地

森 林

人
間
集
落

耕
作
地

食料,燃料,水,
医薬品,木材

水,栄養塩,
表土

食
料

大
規
模
プ
ラ
ン
テ
ー

大
規
模
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
農
地

シ
ョ
ン
農
地

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
、
カ
カ
オ
、
ゴ

ム
な
ど

企
業
企
業

保
護
区

世界市場

大
規
模
伐
採
、

木
材
輸
出

生物多様
性

労働力
資
源
か
ら
排
除

さ
れ
た
貧
困
層

安価な安価な
商品商品

労働力

世界の
消費者
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持続可能な資源利用持続可能な資源利用

持続可能な産業（サプライチェーン全てで）持続可能な産業（サプライチェーン全てで）
IUCN_SSC_CSGIUCN_SSC_CSGの考え方の考え方

–– LegalLegal：合法であること：合法であること

–– VerifiableVerifiable：検証性があること：検証性があること

–– TransparencyTransparency：透明性があること：透明性があること

–– Ecologically SustainableEcologically Sustainable：生態的に持続可能であ：生態的に持続可能であ

ることること

地球規模の経済システムで過剰資源生産･利地球規模の経済システムで過剰資源生産･利
用に対するネガティブフィードバック機能。用に対するネガティブフィードバック機能。
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私の生活と生物多様性保全私の生活と生物多様性保全

便利といわれる自分の生活を支える安く大量に便利といわれる自分の生活を支える安く大量に
供給されるものが原因で生物多様性が減少（供給されるものが原因で生物多様性が減少（人人
間社会の持続性が減少間社会の持続性が減少））

私自身の生活（私自身の生活（マッチマッチ）でボルネオの森に火を）でボルネオの森に火を
つけ、技術協力で火消しに（つけ、技術協力で火消しに（ポンプポンプ））

拡大再生産を続ける再生産可能な資源の利用に拡大再生産を続ける再生産可能な資源の利用に
おいて持続性を獲得するためにはおいて持続性を獲得するためには無数のポンプ無数のポンプ
が必要。が必要。

1818

持続可能な発展に必要なプラット持続可能な発展に必要なプラット
フォームフォーム

関係者全員で生物多様性で計る持続可能な発展関係者全員で生物多様性で計る持続可能な発展
のために意味のある役割を果す場を提供するのために意味のある役割を果す場を提供する
((無数のポンプ無数のポンプ）。）。

ボルネオ島で再生産可能な資源であるボルネオ島で再生産可能な資源であるパーム油パーム油、、
木材木材はは持続可能な開発であることを実証持続可能な開発であることを実証する。する。

土地という開発基盤資源を用いて土地という開発基盤資源を用いて開発と保全の開発と保全の
バランスを取るバランスを取ることを目指す。ことを目指す。

持続可能で再生産可能な資源を利用する経済シス持続可能で再生産可能な資源を利用する経済シス
テム構築テム構築

1919

持続可能な資源利用システム持続可能な資源利用システム

企
業
企
業

土 地

森 林
人
間
集
落

耕
作
地

食料,燃料,
水,医薬品,
木材

水,栄養塩,
表土
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料

大
規
模
プ
ラ
ン
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シ
ョ

大
規
模
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ラ
ン
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シ
ョ

ン
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地

ン
農
地

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
、
カ
カ
オ
、
ゴ
ム

な
ど

保
護
区

生物多
様性

適切な商品適切な商品

資源利用のポジティブフィードバック(技術開発、市場開拓、他）

資源利用のネガティブフィードバック

マッチ

ポンプ

プラットフォームプラットフォーム

資源供給

世界の消費者

協力

2020

ボルネオ保全トラストボルネオ保全トラスト
関係者全てのための架け橋となり、全員が参加するメカニズムの提供関係者全てのための架け橋となり、全員が参加するメカニズムの提供
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ボルネオ保全トラストの目的ボルネオ保全トラストの目的

(i)(i) 全ての関係者、生産者から消費者、地域に全ての関係者、生産者から消費者、地域に
住む人々そして、保護区に関心のある人々住む人々そして、保護区に関心のある人々
の架け橋となる；の架け橋となる；

(ii) (ii) 生物多様性保全、特に保護区の生態系を繋生物多様性保全、特に保護区の生態系を繋
ぎ、野生生物の移動ルートを提供するためぎ、野生生物の移動ルートを提供するため
に重要な土地を獲得する。に重要な土地を獲得する。; ; そしてそして

(iii)(iii)生物多様性保全活動を行っている組織や生物多様性保全活動を行っている組織や
人々に場を提供する。人々に場を提供する。

2222

アブラヤシプランテーションにより分断されアブラヤシプランテーションにより分断され
た保護区の生態系た保護区の生態系

2323 2424

新たな市場形成：バイオディーゼル新たな市場形成：バイオディーゼル
新たなパートナー新たなパートナー??
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有限地球生命圏で子供たちが生き続けていける持有限地球生命圏で子供たちが生き続けていける持

続可能な人間社会を実現するため、地球規模の持続可能な人間社会を実現するため、地球規模の持

続可能な資源利用にご協力お願いします。続可能な資源利用にご協力お願いします。

坪内俊憲坪内俊憲

ボルネオ保全トラスト、事業責任者ボルネオ保全トラスト、事業責任者

星槎大学共生科学部星槎大学共生科学部 准教授准教授
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